
　むつ研究所では、市民の海洋科学への理解増進を目的に、海浜生態調査の一環として下北
沿岸域にて市民参加型の沿岸観察会を行っています。
　2020 年以降はコロナ禍により中断しておりましたが、4年ぶりの開催となった今回は、
むつ下北地域の小学校から 14名の参加者がありました。
ちぢり浜に出て、ちぢり浜がどうやってできたかを調べたり、マイクロプラスチックや生き
物の観察をしました。参加してくださった皆さん、ありがとうございました。

開催日：2024年 6月 23日
会　場：むつ市下北自然の家、ちぢり浜
共催：むつ市 (ジオパーク推進課 )、下北ジオパーク推進協議会

ちぢり浜での観察

ジオパーク推進員の説明を聞いて、ちぢり浜がどうやってできたかを調べました。

マイクロプラスチックってなんだろう？

すごいねー！不思議だぁ



サンプル処理

採取した生物サンプルで、ちぢり浜の生き物について調べます。今回は講師の山崎先生
と藤倉先生に教えていただき、貝から歯舌を取り出して顕微鏡で観察しました。
ヒザラガイの歯舌は鉄を持っていて磁石にくっつきました。

マイクロプラスチックを取り出して観察してみました。

グループに分かれ、潮だまり（タイドプール）や磯を観察し、多くの種類の貝を見つ
けることを目指しました。

この貝を
　採りたいな ^o^これ何だろ !?

マイクロプラスチックを取り出し中



参加して下さったみなさん、朝早くからお疲れ様でした。

海洋研究開発機構むつ研究所　管理・研究支援課
電話：0175-45-1011　 ＦＡＸ：0175-45-1079

問合せ

エムリバーの実演が行われました。

実は、むつ市の山本市長も

参加してくださいました。
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